日本人のノーベル賞受賞が国民の科学技術に関する意識に与える影響 －2012年のノーベル医学生理学賞受賞の影響－ by 早川 雄司 et al.
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概  要 
 
１ 目的 







象とした子どもに関する調査について、それぞれ 3回（2012 年 11 月、2013 年 1 月及び 3 月）、イ
ンターネットを利用したアンケート調査を実施した。なお、子どもに関する調査は、1 回目の調査の






○ 30 代～60 代は、3 月調査時点で概ね 97％の人が山中伸弥教授のノーベル賞受賞につ
いて知っているのに対し、20 代は 3 回の調査とも概ね 90％で、他の年代と比べ関心が低
かったものと考えられる（図 a）。 
 
図a ノーベル賞受賞の認知状況（年代別） i 
 











































































図b ノーベル賞受賞に対する感想（2010 年時との比較） iii 
 
 
































































































































































































































































































































































図d iPS細胞に関する研究に対する考え iv 
 
 
図 e iPS 細胞に関する研究に対する考えのコレスポンデンス分析 
                                                   

























































































































































































































































                                                   
v  質問文「あなたは、今後、iPS 細胞やノーベル医学生理学賞の受賞に関連してどのようなことが知りたいですか。
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男性 女性 全体 
小惑星探査機「はや
ぶさ」が地球へ帰還  東日本大震災  
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 (2) 子どもに関する調査 
 
（子どものノーベル賞受賞の認知度） 















                                                   
ix  質問文「お子様は、昨年、日本人研究者がノーベル医学生理学賞を受賞したことを知っていますか。次のうち













































































































xi  質問文「お子様は、理科や科学への関心が高いですか。次のうち、あてはまるものを 1 つお選びください。」に
対して、「非常に関心が高い」、「どちらかというと関心が高い」、「どちらかというと関心が高くない」、「全く関心が
高くない」及び「わからない」の 5 の選択肢から単数選択（1 月調査及び 3 月調査）。 





























































図k 研究者の仕事に関心を持っている子どもの割合 xiii xiv 
 
  
                                                   












































































































































































































図 l ノーベル賞受賞をきっかけに子どもに理科や科学に関連したことを 
行いたいと思った人の割合 xv xvi 
 
○ ノーベル賞受賞の発表以降、3 月調査までの間に、実際に子どもに対して理科や科学に
関連したことをやらせようとした人の割合は 50％前後であった（図 m）。 
図 m ノーベル賞受賞の発表以降子どもに理科や科学に関連したことを 
やらせようとした人の割合 xviiixvii  
 
 








xvi  「特に理科や科学に関連したことをさせようとは思わない」以外のいずれかを選択した人の割合。 






ことをさせようとしなかった」及び「忘れた」の 9 の選択肢から複数選択（１月調査及び 3 月調査）。 
xviii  「特に理科や科学に関連したことをさせようとはしなかった」及び「忘れた」以外のいずれかを選択した人の割
合。 







































子どもの割合は 40％程度であり、他の学年と比べ小学生が高かった（図 o）。 
 
図 o ノーベル賞受賞の発表以降理科や科学に関連したことを 
実際に行った子どもの割合 xix xx 
 
 
                                                   




らない」の 7 の選択肢から複数選択（１月調査及び 3 月調査）。 



















































































































































図q 子どもを理系に進学させたいと考えている人の割合 xxi xxii 
                                                   







たいとは思わない」の 5 の選択肢から単数選択。 
xxii 「是非とも理系に進学させたいと思う」又は「どちらかというと理系に進学させたいと思う」のいずれかを選択した
人の割合。 
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